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令和６年度 第１回津奈木町総合教育会議録 

 

１ 期 日 令和７年２月２７日（木）   開会 午後１時３０分 

                     閉会 午後３時０６分 

２ 場 所 津奈木町役場２階会議室 

３ 出席者（６名） 

津奈木町長 山田豊隆、教育長 塩山一之、 

教育委員  林田雄二、雜賀優美、福田征起、渕上幸哉 

４ 欠席者  

なし 

５ 出席事務局職員 

   教育課長 永松伸也 

総務課長 下川秀美、総務課 村上泰央 

６ 出席を要請し、出席した者 

   なし 

７ 傍聴者 

   なし 

８ 会議内容             

議題 

(1)  令和７年度の教育概要について 

(2)  学校の現状について 

    令和７年度の小中学校の在籍数と学級数（予定） 

    県学力調査の状況 

    英検・漢検の状況 

    心のアンケートから 

    ・いじめ・不登校問題について 

    学校の働き方改革について 

(3)  中学校部活動の地域移行について 

(4)  その他（教育上の諸問題について） 

９ 会議録 

●開会 

下川課長：皆さん、こんにちは。本日は、お忙しい中に集まっていただきありがとうご

ざいます。只今より、令和６年度第１回津奈木町総合教育会議を開催いたし

ます。 

開会にあたりまして、町長からご挨拶をお願いしていと思います。 

●町長挨拶 
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町長  ：今日は、令和６年度第 1 回総合教育会議ということで、お集まりいただきま

した。例年総合教育会議という事で行っていますけど、今年は、新しいもの

として、令和７年度の予算にも計上予定ですけど、子育て支援を一貫してや

るという事で、仮称ですが「津奈木町子ども家庭センター」というものを役

場内に設けて、一体的な子育ての支援をしていくこととしています。 

     また、教育に関しましては、ＡＬＴ２名体制を継続していきますし、英検と

か漢検の受験に対する補助も継続していきたいと思っております。本年度か

ら実施していました給食の無償化についても、令和７年度も引き続き継続い

たします。 

     小中学校の入学にあたりましては、ご家庭に非常に負担が生じますので、そ

れに対して支援をしようということで新たに「入学祝い金」の制度を創設い

たします。津奈木町の子ども対策として、経済的負担を減らし、良い教育が

できるように、行政の方でも支援をしているところでございますので、皆さ

まのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

下川課長：それでは次第３番の議題に入っていきたいと思います。議事の進行について

は町長にお願いしたいと思います。 

 

町長  ：議長を仰せつかりましたので、皆さんのご協力をお願いいたします。 

     それでは、（１）番の「令和７年度の教育の概要について」を議題といたしま

す。 

教育長 ：議題の（１）と（２）を入れ替えて説明させていただいてよろしいでしょう

か。 

町長  ：それでは、「学校の現状について」を（１）とし、「令和７年度の教育の概要

について」を（２）として進めたいと思います。 

●議題 (１) 学校の現状について 

町長  ： それでは、「学校の現状について」を議題といたします。説明をお願いいた

します。 

教育長 ：説明に入ります前に、まずお礼を申し上げたいと思います。教育予算につい

て沢山付けていただき、子ども達に還元するようなドリルについても町の予

算で購入できておりまして、特に中学校では共通のドリルを夏休みに入ると

きに購入するなどできており、学校としても非常に助かっております。学力

充実に向けて予算を付けていただいたことを、小中学校の方でも感謝してお

りますので、そのことをお伝えし申し上げます。 

それでは、取扱い注意と記載された資料をもとにご説明いたします。 
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     【説明内容】 

資料に沿って 

①令和７年度の小中学校の在籍数と学級数（予定） 

②県学力調査の状況 

③英検・漢検の状況 

④心のアンケートから いじめ・不登校問題について 

⑤学校の働き方改革について 

以上の項目について説明 

 

●議題（２）令和７年度の教育の概要について 

教育長 ：引き続き「令和７年度の教育の概要について」説明 

     【説明内容】 

     別添資料「令和７年度（2025 年度）津奈木町の教育概要の特徴について」及

び「令和７年度（2025 年度）津奈木町の教育概要について（通知）案」に沿

って説明 

     １．学校教育  

（１）小中学校の現時点での児童生徒数と学級数 

（２）津奈木町の教育は、法律・学習指導要領・文部科学省・熊本県教育

委員会の諸事業・政策を踏まえて行う。 

（３）教育目標は変えない 

（４）教育構想は 

（５）小中学校の教育課程について 

（６）小中学校の研究指定校について 

（７）小中学校の特徴的な取組について 

（８）学校の働き方改革について 

（９）中学校部活動の地域移行について 

２．社会教育 

 （１）生涯学習関係について 

 （２）社会体育関係について 

 （３）文化事業関係について 

 

町長  ：只今教育長の方から教育概要についてご説明がございましたが、令和７年度

は、津奈木町が主管となって、令和７年度熊本県社会教育研究大会・第７０

回熊本県公民館大会合同大会 in 水俣芦北が開催されるという事で、新たな行

事が入ってきています。 

     この「教育概要」あるいは「学校の現状」について、皆さまからお尋ねした

いことがあれば、お願いします。 
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林田委員：今教育長から図書館の充実という事で、２０万円予算を増額しているという

説明がありましたが、補充する内容はどのような書籍になるのでしょうか。 

     私個人的な考えとしては、図鑑などを入れたらどうかと考えております。 

     図鑑だと写真とかが豊富に掲載されており、子ども達が取り付きやすいので

はないかと思います。 

教育長 ：児童図書とか辞典とか、いろいろな書籍になりますが、購入については学校

で行いますので、そのような意見があったことは伝えておきます。 

     以前、英語の本の導入を指示したことはあります。難しいものではなく、漫

画などでも良いので、親しみ易いものを導入してほしいというようなことを

言ったこともあります。 

雜賀委員：今の子ども達は「タイムパフォーマンス」を重視していて、必要なものだけ

を取りたいっていう感じがあるので、本も大切なんですけど、インターネッ

トの情報などから入ってくることが今の子ども達は多いと思うので、興味が

あることはタブレットとかを使って、如何に必要な情報を短時間で得られる

か、というところを重視し、私たちと感覚が違うように思います。 

林田委員：今の子ども達は、タブレットを持っていますけど、社会に出たらパソコンを

使う際にキーボードを打つことが多くなると思うので、キーボードを打つ練

習もした方が良いんじゃないでしょうか。 

渕上委員：今のタブレットにはキーボードも付いていて、上手ですよ。タイピングを競

うゲームがあって、それをよくやっているので、今の子ども達は相当なレベ

ルじゃないかと思います。 

先ほどの本の話しなんですが、例えば１５年後には新聞も紙媒体ではなくな

ってタブレットで新聞も見るように変わってしまうという話もあるので、例

えば図書の方も、電子書籍をタブレットで借りるようになればいいなと思い

ます。今は教科書と別にタブレットでランドセルも重たくなっているので、

それと別に図書館の本を２～３冊手に持って帰る状態なんですけど、興味が

ある時にパッと引き出せ、そして読めるというようなことが可能になれば面

白くなっていくなと思います。 

福田委員：将来的にはデジタル図書館みたいなものになっていくのかなと 

教育長 ：今、教科書も「紙」で行くか「紙とデジタル」で行くか、「デジタルのみ」で

行くかの３通りがありますが、欧米や北欧など教育が進んだ国では、やっぱ

り「紙」が良いという考えもあるようです。今日本も進んでは来てますが、

先に進んだ国からの情報も入ってきて、混乱している状況です。だけど、い

ずれにしても、デジタル教科書は入ってきます。 

町長  ：将来的には、デジタル関係が入ってくると思いますけど、それでも紙媒体は

何パーセントかは残って、淘汰されたりしながら、それぞれの良さが残って

いくのかなと思います。 
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     今から生まれてくる子ども達は、そこにタブレットがあるので、それから入

る人は、そっちの方が良いのかもしれません。私たちは本の社会で育ってま

すので、どうしても本の方が良いように思います。 

     議会でも今は、タブレットで議案が配布されるんですが、どうしても見ると

きに紙の方が見やすいと感じるときがあります。 

福田委員：いろんな会議に出席するんですが、紙媒体の資料が多くて、紙に埋もれてし

まいます。議会の方がタブレットを導入したというのは、かなり進んでいる

のではないかと思います。 

町長  ：これからデジタル化がどのように発展していくのか、まだ見えない点もあり

ますが、教育においても、これからＡＩが入ってきたり良い方向に変わって

行くのかなというように思います。 

     今日の総合教育会議に関しましては、津奈木町の子どもを如何に育てるかと

いう事が主体ですので、その一つの方法としてデジタル化も進んできて、そ

っちの方が良いのじゃないかという話だと思います。 

教育長 ：町長の方から、何か要望とかご意見は無いでしょうか。 

町長  ：要望では無いんですが、教育委員会からの予算要求については、令和７年度

についても、図書購入の増額であったり、ＡＬＴの２名体制、英検や漢検の

補助など教育に関しては力を入れております。 

教育長 ：毎年教育の概要ということで、詳しく作成しておりますが、学校ではどのよ

うなことをやっているのか、ということを周りの人にも知っていただきたい、

また自分自身も確認する意味で作成しています。 

     一応、ここで了解をいただきますと、学校にも出したいと思います。 

ただ、来年度教育長が代われば、いろいろな考えも出てくると思いますが、

これを基盤にしながら、少し内容が変わったり、付け加えたりされると思い

ますので、その点はご了承いただければと思います。 

それと、Ｂ＆Ｇ関係で言いますと、今「特Ａ」の評価をずっといただいてい

ます。これが１５年連続でもらいますと、助成の付き方も違ってきますので、

その時にはＢ＆Ｇ体育館の改修などの話も出てくるかもしれないと思ってい

ます。 

町長  ：今、Ｂ＆Ｇの「特Ａ」は何年ですか。 

教育課長：１３年です。 

町長  ：他に皆さんから何かありませんか。 

     教育委員会では、教育長の辞職願に対する承認は出たんですか。 

教育長 ：はい、今日の教育委員会で承認いただきました。 

町長  ：塩山教育長から３月３１日をもって辞職したいとの辞職願が出されました。 

     ４月１日からは新しい教育長が就任されることになると思いますが、またそ

の時はご協力をお願いしたいと思います。 



 
 

6 
 

教育長 ：本町は一小一中なので、他の地域でよく聞く「小中一貫校」や「義務教育学

校」という形はとれないのかという話しがあるんですが、学校の敷地などい

ろいろ問題があるので、タイミングが来た時には、そう言った話も出てくる

のかと思います。 

町長  ：校舎も建設から５０年以上経っていますから、鉄筋コンクリートも腐食した

り、鉄筋が爆裂したりして、危険な状態も出てくるんではないかと思います。 

     子ども達も、出生人数が２０人を切る状況ではありますが、将来的にはそち

らの方も視野に入れないといけないのかなと思っているところです。 

 

●議題（３）中学校部活動の地域移行について 

町長  ：それでは、（３）の「中学校部活動の地域移行について」を議題といたします。 

説明をお願いします。 

教育課長：「中学校部活動の地域移行について」説明 

     【説明内容】 

     別添資料「津奈木中学校部活動の地域移行に関するスケジュール」に沿って

説明 

     ・令和５年度の取組みについて 

     ・令和６年度の取組みについて 

     ・令和７年度の取組み、部活動加入者数について 

     ・地域移行に伴う保護者負担について 

町長  ：部活動の地域移行についても、お金の面で見ますと、結構厳しい現実が見え

ますね。 

教育課長：ちなみに、今現在実施しているサッカーに関して言いますと、そこの状況を

保護者に聞いてみましたら、部費が７，０００円、バスを持っていますので、

その維持費が２，０００円掛かり、月に９，０００円は払っていると聞いて

います。遠征に行く場合は、バスを利用しますので、その都度５００円から

１，５００円掛かるとのことでしたので、やはり保護者負担は１万円以上掛

かっているのが現状です。部員数が多い所はある程度良いのですが、小規模

な部活動になると厳しいのかなと思います。 

     指導者への謝金単価を下げると、指導者の確保にも影響が出ますので、ある

程度管内は合わせる必要があるのかなと思います。 

福田委員：あとは中体連との関係も問題になってくるのではないかと思います。これま

では中学校主体で大会にも参加していましたが、今後地域に移行が進んで行

った場合、どうなっていくのかを見て行かないといけないと思います。 

教育長 ：私たちとしては、教員の働き方改革も関わってきますから、できましたら教

員は外していただきたい。ただし教員の中でも、是非やりたいという人も居

ないではないので、そういう人たちは兼職兼業としてやってもらえると思い
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ますが、基本的には教員の業務から外していただきたいと思います。 

熊本市は部活動を残しています。ただし、希望者だけとはなっているようで

す。 

福田委員：熊本市は小学校の地域移行で、指導者が集まらずに、一度失敗しているので、

そう言うこともあってのことではないかと思います。 

雜賀委員：お金の問題もあって、貧富の差で行ける子は強いクラブチームにでも行けま

すが、金銭的負担が大きくて行けない子の受け皿としても熊本市の場合は部

活動を残してあるのではないでしょうか。 

町長  ：いろいろな指導者が民間には多いから、良い指導者がいるところに人が集ま

ってしまいますよね。 

教育長 ：中体連には各市町村からお金を出しているんですよね。人口割とか生徒数割

で津奈木町はいくら、というように決められていて、中体連の運営が行われ

ていますが、地域移行を行った場合にも、そのような体制を作っていただい

て、公費負担を行い保護者の負担が軽減できれば、進んで行くのかなと考え

ています。 

     中体連を今後どうするかというのは、先程お話があったように、水俣芦北で

１校２校しかないような状態になってくれば、いろいろな問題も出てくると

思うので、中体連も引き時なのかなと思います。そして新たに考え直した方

が良いのかなという話もあります。 

福田委員：小体連はどうなっているのですか。 

教育長 ：小体連はありますが、葦北郡だけでおこなって、県の大会へは繋がっていま

せん。小学生の場合は学童オリンピックなどありますので、そのような大会

に参加しています。あくまでも、学校では体育ということで、子ども達の健

康を考えていくことだと思います。 

町長  ：これは、県も含めてでしょうから、国も文科省でも揉んでもらわないと、町

村だけでは解決も難しいですね。 

林田委員：スポーツ競技も民営化ですね。戦後はみんな貧しかったから、学校で面倒を

見てもらわないといけませんでしたが、経済的に豊かになってきたから民営

化するでしょうね。そうしたら、県の組織もそうするしかないでしょうね。

中体連も民営化しなければいけないでしょうね。 

雜賀委員：軟式野球は、水俣芦北地域にはクラブチームは無いんですよね。陸上とかは

何チームかあるので、好きな子は行けるのですが、野球をやりたいと思って

も受け皿がないのであれば、学校でやるしかないのかなと思います。 

林田委員：結局は塾と同じような発想でいくしかないですよね。保護者にもそういう説

明をするしかないですね。 

町長  ：今、中学校部活動の地域移行についてということで、まだまだ発展途上では

ありますけど、なかなか難しい問題がありますので、各市町村の状況を見な
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がらやって行かないといけないのかなと思います。 

●議題（４）その他（教育上の諸問題について） 

町長  ：他に無ければ次の（４）「その他（教育上の諸問題について）」に入りたいと

思いますが、何かありましたらお願いします。 

雜賀委員：先ほどから、子どもが少なくなっているっておっしゃってるんですが、午前

中の教育委員会の会議で、来年度から入学祝金が創設されたり、出生祝金が

見直されたり、高校生までの医療費無償化とかありますが、移住などを含め

て子ども達が増える見込みや兆しなどあるのでしょうか。 

町長  ：どこも色々な施策をやっていますが、全体的に子ども達の数は減っているの

で、増やして行くのはなかなか難しいと思います。実際に現在子育てをされ

ている住民の方たちの負担が軽くなればと考えています。 

雜賀委員：空家バンクも少なくなっていると聞きますが、移住するにも住むところがな

いと難しいですよね。住むところがあれば、ちょっとは増えるのではないか

と思うのですが。 

町長  ：空家バンクも貸す方と借りる方のマッチングが難しいようです。 

雜賀委員：津奈木ではいろいろとやってくださるから、子ども達ももうちょっと増えれ

ばいいですね。 

 

町長  ：いろいろと話は出ましたが、これらの議題については、全て承認ということ

でよろしいでしょうか。 

全委員 ：はい。 

教育長 ：ありがとうございました。特に教育概要については、これで学校の方に出し

たいと思います。 

     先ほど申しましたように、４月以降新しい方になられると思いますが、これ

を引き継いでおきます。 

●閉会 

総務課長：本日は長時間、貴重なご意見等ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和６年度第 1 回総合教育会議を終了いたします。 

本日はどうもありがとうございました。 


